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この資料に掲載されている見通し、その他今後の予測・戦略などに関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測

し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、

本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。

なお、いかなる理由であれ、当資料を無断で複写複製、または転送などを行わないようにお願い致します。
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決算発表ならびに業績予測

▲1,250▲2,100▲2,1004,83006年9月期 （予想）

257387112,21005年3月期

▲1,318▲1,382▲1,3964,79305年9月期

▲1,092▲1,084▲1,08812,11606年3月期

▲1,100▲1,850▲1,85012,84007年3月期 （予想）

当期純損益経常損益営業損益売上高

▲1,600▲2,500▲2,5004,95006年9月期 （予想）

▲930▲905▲1,12112,21306年3月期

▲1,500▲2,200▲2,20013,70007年3月期 （予想）

▲1,120▲1,161▲1,3914,83605年9月期

263499612,28105年3月期

単 独 【 Non-Consolidated 】

連 結 【 Consolidated 】
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単位：百万円

本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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▲1,850▲1,09572全社営業損益（費用配賦後）

▲2,250▲1,350▲312ｘｆｙ 事業営業損益

▲500▲527▲342基礎研究費（R&D コスト）

900782726既存事業営業損益

2007年3月期 (予）2006年3月期2005年3月期

◆ 既存事業は、不採算事業の見直しで改善

◆ xfy 事業については先行投資を継続中

◆ 既存事業は、不採算事業の見直しで改善

◆ xfy 事業については先行投資を継続中

単位：百万円

既存事業とxfyのセグメント営業利益 【単独】

既存事業とxfyのセグメント営業利益 【単独】既存事業とxfyのセグメント営業利益 【単独】

（※）2007/3月期のxfy事業以外の損益予算は精査中
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本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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2006-2007期売上げ構成 （製品群別）

ビジネスソフト
57%

ビジネスソフト
57%

文教向けソフト13%
文教向けソフト13%

法人向けシステム 10%
法人向けシステム 10%

OEM 11%
OEM 11%

2006/3月期 12,213百万円2006/32006/3月期月期 12,21312,213百万円百万円

（計画）

ビジネスソフト 49%ビジネスソフト 49%

文教向けソフト
15%

文教向けソフト
15%

その他 2%
その他 2%

ホームソフト
7%

ホームソフト
7%

ホームソフト
5%

ホームソフト
5%

その他 2%その他 2%

2007/3月期 13,700百万円2007/32007/3月期月期 13,70013,700百万円百万円segmentsegment

一太郎、花子、ATOK

ラベルマイティ、ジャストホーム等

ConceptBaseおよび関連製品・サービス

一太郎スマイルを中心とした文教向け製品

法人向けシステム法人向けシステム法人向けシステム

文教向け文教向け文教向け

ビジネスソフトビジネスソフトビジネスソフト

ネット関連ビジネス、出版等

組込型ソフトウェア (BeatJam等）

OEMOEMOEM

その他その他その他

売上高（単独ベース）売上高（単独ベース）売上高（単独ベース）

ホームソフトホームソフトホームソフト
xfy 9%xfy 9%

法人向けシステム
9%

法人向けシステム
9%

OEM 11%OEM 11%
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本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る

範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測しえないような特別事情の発生

または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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71.169-49-20連結その他

-787-687-100xfy 連結

106.012,844105.98,314100.74,830単独 計

-400-40000xfy

-

400

125.0

115.8

102.2

125.6

92.2

95.9

95.9

97.3

前年
同期比(%)

4,950

20

200

680

520

250

670

1,140

2,060

1,350

上半期
計画

124.64261,242226ﾈｯﾄﾜｰｸ

【内訳】

112.213,700-8,750連結 計

75.04846.628その他

114.51,550113.4870OEM

110.01,235116.4715ﾋﾞｼﾞﾈｽｼｽﾃﾑ

133.6580140.4330民間法人

97.01,330102.3660官公庁

93.42,06093.5920文教

94.43,97092.81,910ﾗｲｾﾝｽ関連
（法人

ビジネス部）

103.75,215106.13,865ＰＫＧ

前年
同期比(%)

通期
見込み

前年
同期比(%)

下半期
計画

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
事
業

2007年3月期通期売上見込
【単位：百万円／％ 】
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本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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▲1,092

▲907

251

▲1,084

▲1,088

12,116

’06/3
実績(B)

▲960

▲900

235

▲900

▲900

12,600

’05/09期
当初計画
（C)

▲1,349

▲1,088
旧本社の減損（売却済）

▲379
有価証券売却益の抑制

▲1,122

▲1,160
xfy関連先行投資13.5億円

▲94

(B)-(A)
前年同期との差異と
その理由

257

181

630

38

72

12,210

’05/3
実績(A)

当期純損益

特別損失

特別利益

経常損益

営業損益

売上高

▲188

▲184

▲132

▲7

16
投資有価証券の売却益の増加

▲484
コンシューマー営業
関連の売上未達

(B)- (C)
05/9期当初計画との
差異とその理由

通期業績差異分析 【単独】

【単位：百万円】【単位：百万円】
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▲1,092

907

251

▲1,084

▲1,088

12,116

’06/3
実績
( A )

▲1,100

20

70

▲1,850

▲1,850

12,844

’07/3
予想(B)

▲8

▲887

▲181

▲766

▲762

728

(B)-(A)
予想との差額とその理由

436

192

364

662

757

12,512

’05/3
実績

当期純利益

特別損失

特別利益

経常損益

営業利益

売上高

ｘｆｙの先行投資22億円

前期旧本社の減損（売却済）▲887

投資有価証券売却の抑制▲181

xfy による売上増4億と
コンシューマー関連売上の復調

通期計画および前期との差異について 【単独】
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【単位：百万円】【単位：百万円】

本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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▲903

907

252

▲905

▲1,121

12,213

’06/3
実績
( A )

▲1,500

20

70

▲2,200

▲2,200

13,700

’07/3
予想(B)

▲597

▲887

▲182

▲1,295

▲1,079

1,487

(B)-(A)
前期との差額とその理由

421

192

364

659

787

12,616

’05/3
実績

当期純利益

特別損失

特別利益

経常損益

営業利益

売上高

ｘｆｙの先行投資 26億

前期旧本社の減損（売却済）▲887

投資有価証券売却の抑制▲182

xfy による売上増11.8億と
コンシューマー関連売上の復調

通期計画および前期との差異について 【連結】
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【単位：百万円】【単位：百万円】

本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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経常損益推移

-5190
-5693

-4620
-4961

-2606

-973

13

-2090

176

-956-1055
-1450

662 659
38 49

-1084
-905

-6000

-5000

-4000

-3000

-2000

-1000

0

1000

単独:Non - Consolidated 連結:Consolidated

【単位：百万円】

‘03/3
‘01/3‘00/3‘99/3‘98/3

‘04/3
‘02/3

06/3‘05/3
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実質現預金増減額について

現預金残高 ▲2,061 6,894 → 4,833
借入金の額 -) ▲1,476 5,319 → 3,843

自社株取得 + ) 410 0 → 410
実質現預金増減額 ▲175

現預金残高 ▲2,061 6,894 → 4,833
借入金の額 -) ▲1,476 5,319 → 3,843

自社株取得 + ) 410 0 → 410
実質現預金増減額 ▲175

現預金残高 ▲1,119 7,497 → 6,378
借入金の額 -) ▲1,476 5,319 → 3,843

自社株取得 +) 410
自社株売却 -) 345 .
実質現預金増減 422

現預金残高 ▲1,119 7,497 → 6,378
借入金の額 -) ▲1,476 5,319 → 3,843

自社株取得 +) 410
自社株売却 -) 345 .
実質現預金増減 422

単位：百万円単位：百万円 連 結連 結単 独単 独 単位：百万円単位：百万円

05/03(実） 06/03(実）05/03(実） 06/03(実）

9

単独経常赤字１０億８４百万円、連結経常赤字９億５百万円
だが、不動産の売却や有価証券の売却益により、

XMetaL社の買収を行ったにもかかわらず、
借入金の返済・自社株買い控除後の実質現預金残高は

単独で▲１億７５百万円、
連結で４億２２百万円のプラスという結果に

6,378
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製品別区分 と 売上見込製品別区分 と 売上見込

デスクトップ製品デスクトップ製品

一太郎 43億
ATOK 12億
ラベル
マイティ 6億
文教 20億
その他 14億

xfyxfy

国 内 3.2億

北 米 4.2億

XMetaL 4.4億

OEM製品OEM製品

BeatJam 7億
Memory
Cruise 0.1億
Felica AP 1億
その他 1.9億

システム製品システム製品

Concept
Base 4.4億
CB FAQ 2.9億
Alize 0.9億
保 守 4.2億

Internet DiskInternet Disk

個 人 1.5億

法 人 2.8億

95億 10億 12.4億 4.3億 11.8億

ジャストシステム の製品ラインナップ 【製品別】

10
本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測

しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる結果を生じるリスクを含んでおります。
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市場別区分 と 今期売上見込市場別区分 と 今期売上見込

店 頭
ネットショップ
流通経由

28億

店 頭
ネットショップ
流通経由

28億

ネット直販
Just MyShop

24億

ネット直販
Just MyShop

24億

コンシューマービジネス部

52億

コンシューマービジネス部

52億

官公庁 2億
文教 20億
自治体 12億

官公庁 2億
文教 20億
自治体 12億

法人ビジネス部

34億

法人ビジネス部

34億

民間法人

6億

民間法人

6億

コーポレート営業課

6億

コーポレート営業課

6億

ハードメーカー

15.5億

ハードメーカー

15.5億

OEMビジネス部

15.5億

OEMビジネス部

15.5億

民間法人

12.4億

民間法人

12.4億

システム営業部

12.4億

システム営業部

12.4億

個 人 1.5億

法 人 2.8億

個 人 1.5億

法 人 2.8億

内外の良質なオプション製品を発掘し
ユーザに提供。 「Just MyShop」を含む
ネットショップ営業の強化

内外の良質なオプション製品を発掘し
ユーザに提供。 「Just MyShop」を含む
ネットショップ営業の強化

ネットビジネス営業部

4.3億

ネットビジネス営業部

4.3億

公共専用製品
「一太郎ガバメント」の投入

XMLの有効性の訴求

公共専用製品
「一太郎ガバメント」の投入

XMLの有効性の訴求

OpenMGを連携したBeatJam
Felicaアプリケーション等
他社ソフト・ハードと連携した
幅広い提案を展開

OpenMGを連携したBeatJam
Felicaアプリケーション等
他社ソフト・ハードと連携した
幅広い提案を展開

CB FAQへの
取組み強化

CB FAQへの
取組み強化 法人向けシステム

強化

法人向けシステム
強化

公共システム部で
築いたネットワークを
地方で活用

公共システム部で
築いたネットワークを
地方で活用

国内 3.2億
北米 4.2億
XMetaL 4.4億

国内 3.2億
北米 4.2億
XMetaL 4.4億

xfy事業部

11.8億

xfy事業部

11.8億

詳細は
後述にて

詳細は
後述にて
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ジャストシステム の製品ラインナップ 【市場別】
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情報活用情報活用

XMLベース
ナレッジプロセッシング
プラットフォーム

XMLベース
ナレッジプロセッシング
プラットフォーム

ConceptBaseConceptBase

19971997

Word Processor

“一太郎”

Word Processor

“一太郎”

かな漢字変換

“ATOK”
かな漢字変換

“ATOK”

GrowVisionGrowVision

Front end TechnologyFront end Technology

▼1995JavaOne
▼1998 XML1.0 standard

Ichitaro
Ark

Ichitaro
ArkJustWindowJustWindow

ダイナミック
ドキュメントワーク

ダイナミック
ドキュメントワーク

xfyxfy

19881988

19831983

19961996
19991999

2006-82006-8

20032003

Over 10 Models
OLE
VAF

Over 10 Models
OLE
VAF

ドキュメント再利用
Keyword of

Multi
Active

Intelligent

ドキュメント再利用
Keyword of

Multi
Active

Intelligent

XML ワープロ
by Java

XML ワープロ
by Java

自然言語
テクノロジー

自然言語
テクノロジー

無限のXML
ボキャブラリを扱える
初めての環境

無限のXML
ボキャブラリを扱える
初めての環境

12

ジャストシステムの技術ロードマップ

Server TechnologyServer Technology

Document ProcessingDocument Processing

Knowledge ManagementKnowledge Management
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インターネットによる
情報発信

インターネットによる
情報交換

インターネットによる
情報交換

W3C
XML working Group

1998年2月10日
XML1.0策定

Jon Bosak
Jaes Clark
Tim Bray
Eve Maler
Makoto Murata
Peter Sharp
etc・・・

Jon Bosak
Jaes Clark
Tim Bray
Eve Maler
Makoto Murata
Peter Sharp
etc・・・

XML策定メンバーXML策定メンバー

XML誕生までのヒストリー

“人が見る”ための情報加工
ゆえに、その後の情報加工は
非常にアナログ的

“人が見る”ための情報加工
ゆえに、その後の情報加工は
非常にアナログ的

SGML
インターネット上で広く
使われるには
あまりにも複雑

SGML
インターネット上で広く
使われるには
あまりにも複雑

HTML
インターネット上の
表示のためだけに
簡易化した規格

HTML
インターネット上の
表示のためだけに
簡易化した規格

XML
SGMLの複雑さを
回避する一方HTMLの
制約に縛られない
利便性を追求した言語

XML
SGMLの複雑さを
回避する一方HTMLの
制約に縛られない
利便性を追求した言語

1990年代～

1980年代

1996年～

タグ付け技術により、データそのものに
意味を付すことでコンピュータと
人、双方による理解が可能な言語！

タグ付け技術により、データそのものに
意味を付すことでコンピュータと
人、双方による理解が可能な言語！

13

XML – eXtensible Markup Language
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さまざまな応用に共通して使う関連技術と、アプリケーションに特化した応用言語の２種類がある
XM

L 
1.

0/
1.

1 
  
19

98
/2

/1
0

XM
L 

1.
0/

1.
1 

  
19

98
/2

/1
0

SOAPSOAP

基基 盤盤 技技 術術 応応 用用 言言 語語

RosettaNet
ebXML
SVG

MathML
SMIL
XBRL
BPEL
・
・

RosettaNet
ebXML
SVG

MathML
SMIL
XBRL
BPEL
・
・

XML自体はデータの記述形式を

定義する言語。よって何らかの

データ形式を定めないと実際に

は使えない。

W3Cでは、XMLに関する様々な

仕様を策定している。

大きく分けて様々な用途に

共通して使えるXML関連技術 と

特定の用途向けのデータ形式を

定めたXML応用言語に分けられる。

応用言語は企業間電子商取引など

様々な分野で利用が進んでいる。

XML自体はデータの記述形式を

定義する言語。よって何らかの

データ形式を定めないと実際に

は使えない。

W3Cでは、XMLに関する様々な

仕様を策定している。

大きく分けて様々な用途に

共通して使えるXML関連技術 と

特定の用途向けのデータ形式を

定めたXML応用言語に分けられる。

応用言語は企業間電子商取引など

様々な分野で利用が進んでいる。

XPathXPath

XPointerXPointer

XLinkXLink

XSLTXSLT

CSS/XSLCSS/XSL

DOM/SAXDOM/SAX

DTD/XMLスキーマDTD/XMLスキーマ

NamespacesNamespaces
・・

・・
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I. XML関連技術と応用言語
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Ⅱ. XMLを使った応用言語の例

XBRL
企業の会計データや格付け機関のデータを利用し、
融資等の審査プロセスを迅速化

金融

RosettaNet, ebXML.
UBL, CXML, BizTalk

受発注や見積もりといった取引先のサービスを共通の
インターフェースで呼び出すことが可能

電子商取引

G-XML, JIS X 7199
インターネット上の各種GISコンテンツを広範囲に活用
させることが可能

地理情報システム

MathMLXML文章の中に埋め込んで利用可能数式表現

NewsML, SportsML
XMLタグを付与することでニュースの分類、再利用性が
向上する

ニュース

MML, HL7医療機関の間で電子カルテ情報を交換する医療情報

XBRL GL
企業内データのコアである会計データに社内プロセスや
情報を連携させる

企業会計報告

e-Japan構想
各省庁のコンテンツの集合体であるe-Govポータルを
統合的に運用。地方からの調査報告書類の重複をさけ、
報告事務・申請事務を削減

電子政府

応用言語、関連キーワード特 徴応用分野

この他に「化学・行政・建築・財務・自動車・出版・人事・繊維・法律・流通・旅行・放送」など、
あらゆる業界で標準化仕様作成が進んでいる （数千の標準が存在すると言われる）

この他に「化学・行政・建築・財務・自動車・出版・人事・繊維・法律・流通・旅行・放送」など、
あらゆる業界で標準化仕様作成が進んでいる （数千の標準が存在すると言われる）

15
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XMLの必然性
以下に見られる社会情勢からXMLによるデータ統合、データ処理の自動化の必要性がますます重要性を増している

（１）企業の合併

（例）ダイキン工業によるマレーシアOLY買収、
三菱東京UFJ銀行の合併にみられる事例等
→ 円滑な合併やJoint Ventureをシステム面から
整える手段としてXMLが着目されている

（2）SOX法（内部統制法）

財務報告の透明性を確保するため、その基礎
となる企業内の各データ、業務プロセスを
含めて明確化し、デジタルデータでの長期保存
が義務づけられている。 これはERPや会計
システム等の情報システムそのものや、
システム開発/保守/運用といった業務プロセス
にも及び、アクセス権限のルールや管理手法、
外部ITベンダーへの委託契約方法を含めて
公正で明確な手順によって遂行され、それを
証明できるような体制を築く必要がある。
→ テキスト情報と数値情報を融合してXMLで管理
→ 情報公開の観点から XBRL が着目

（4）産業融合化の動き

（5）国の動向

◆銀行でも保険商品・証券などの取扱い開始
→ 異業種の商品を１つの画面で処理するためにXML
データの活用が着目されている

◆多数の異業種企業から横断的に部品を調達する
商品の登場 （例：Toyota の Prius など）
→ 多数の企業から供給される部品のデータマニュアル
を活用する観点からXMLデータ交換に着目

法人税申告の観点から、日米税務当局は Tax-XMLの
活用を検討。金融庁などが金融機関の審査の観点から
XBRLを検討。統計情報作成の観点からXML情報の
活用を検討

（例１）某大手金融グループ
金融グループのサービスをワンストップ化し、グループ
各社の取引情報を１つの画面で表示させ取引可能な
環境を実現するための手段としてXMLを模索
（例２） amazon.com
顧客情報と書籍の情報をXML化して複雑な
リコメンデーション機能を実現

（3）顧客サービスのワンストップ化

16

XMLが必要とされる背景
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XBRL の利用分野 (具体例）XBRL の利用分野 (具体例）

社内の各部門、及び関連会社の売上や損益をXBRLを
使って迅速に集積・分析し意思決定が可能

社内の各部門、及び関連会社の売上や損益をXBRLを
使って迅速に集積・分析し意思決定が可能

① 企業経営分野① 企業経営分野

② 会計監査分野② 会計監査分野

財務報告書類の作成やチェックのプロセスを大きく合理化財務報告書類の作成やチェックのプロセスを大きく合理化

③ 企業の信用リスク分析分野③ 企業の信用リスク分析分野

仕入れ先や販売先の信用調査や金融機関による
与信分析などが、従来よりも遙かに効率的に行われる

仕入れ先や販売先の信用調査や金融機関による
与信分析などが、従来よりも遙かに効率的に行われる

④ 証券市場の分野④ 証券市場の分野

財務情報などが的確、迅速、加工しやすい形で入手できる
ようになり、市場参加者による企業価値評価が大きく改善

財務情報などが的確、迅速、加工しやすい形で入手できる
ようになり、市場参加者による企業価値評価が大きく改善

⑤ 貿易取引や納税の分野⑤ 貿易取引や納税の分野

多くの情報や書類のやりとりが必要な分野でペーパーレス化を促進多くの情報や書類のやりとりが必要な分野でペーパーレス化を促進

⑥ 金融行政の分野⑥ 金融行政の分野

金融当局が金融機関の財務動向やリスクの分析を
行う時にXBRLを利用
金融当局が金融機関の財務動向やリスクの分析を
行う時にXBRLを利用

■Bank of America ではXBRL形式で入手した融資候補
企業の財務データを、Moody’sが提供する信用リスク
分析モデルに取り込み、迅速な与信条件の決定を
行っている

■Bank of America ではXBRL形式で入手した融資候補
企業の財務データを、Moody’sが提供する信用リスク
分析モデルに取り込み、迅速な与信条件の決定を
行っている

■三菱東京UFJでは 紙ベースの財務情報から信用
リスク管理用データベースを作っているが、
融資先の会計システムからXBRL形式で財務
情報を取り込む形態に転換し効率化

■三菱東京UFJでは 紙ベースの財務情報から信用
リスク管理用データベースを作っているが、
融資先の会計システムからXBRL形式で財務
情報を取り込む形態に転換し効率化

与信審査等 XMLの利用事例与信審査等 XMLの利用事例

■貸出債権の流動化・証券化（参加銀行に情報提供）
■貸出債権の流動化・証券化（参加銀行に情報提供）

■信用情報 リスク情報データベースをXBRL化し、
財務情報をリスクモデルに当てはめ判断の迅速化

■信用情報 リスク情報データベースをXBRL化し、
財務情報をリスクモデルに当てはめ判断の迅速化

■投資情報の電子化 → 東京証券取引所の
取り組み(TDnet)

■投資情報の電子化 → 東京証券取引所の
取り組み(TDnet)

■貿易取引におけるL/Cの電子化等、通関業務の効率化
■貿易取引におけるL/Cの電子化等、通関業務の効率化

■行政において、金融機関の検査にXBRLを活用
Tax-XML → 会計情報のXMLデータを利用して申告させる

■行政において、金融機関の検査にXBRLを活用
Tax-XML → 会計情報のXMLデータを利用して申告させる

17

XBRLの活用考察 (eXtensible Business Reporting Language)
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業界団体TravelXML, BML, News XML, Accounting XML, Advertising
XML, Astronomy XML, Building XML, Construction XML, Food
XML, Finance XML, Government XML, Healthcare XML,
Human Resources XML, Instruments XML, Insurance XML,
Manufacturing XML, Photo XML, Physics XML, Publishing XML,
Real Estate XML, Telecommunications XML

インダストリML

OASISなどebXML, HR-XML, XBRL, Address XML, Computing
Environment XML, Content Syndication XML,

Customer Information XML, Electronic Data Interchange (EDI)
XML, Human XML, Localization XML

Open Office XML, Topic maps XML, Trade XML, Translation
XML, Universal Business Language (UBL) ,Universal Data
Element Framework (DEF)

ホリゾンタルML

W3C,

学会など

MathML, ChemicalXML, Legal XML,

Geospatial XML, Education XML
専門ML

W3CなどXHTML, SVG, SOAP, RDF, WSDL, XML Protocol, X Query,
XML-Signature, XML Encryption, XML Key Management
Specification, P3P1.0

インフラ M L

策定者例

組み合わす
必要性

18

多種多様化するXMLボキャブラリ
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■ Webサービスクライアント

■ XMLアプリケーション（XML-DB)

■ 電子申請 ■ 特許申請

■ 電子カルテ ■ 財務諸表

■ 電子取引 ■ 与信サービス

■ 技術ドキュメント ■ 電子出版

■ 電子決済 ■ 電子申告

■ 電子購買 ■ デジタル放送

■ ニュースデリバリー

■ 電子発注 ■ 金融情報サービス

■ 人事給与サービス

■ Webサービスクライアント

■ XMLアプリケーション（XML-DB)

■ 電子申請 ■ 特許申請

■ 電子カルテ ■ 財務諸表

■ 電子取引 ■ 与信サービス

■ 技術ドキュメント ■ 電子出版

■ 電子決済 ■ 電子申告

■ 電子購買 ■ デジタル放送

■ ニュースデリバリー

■ 電子発注 ■ 金融情報サービス

■ 人事給与サービス

19

XML応用分野

規格化と実用化が進むXML

◆ ITの普及により爆発的な勢いで増え続けるXML情報
◆ xfy は世界中で次々と産み出される様々なXMLボキャブラリを機能部品として
縦横無尽に組み合わせることのできるプラットフォーム
◆ xfyにより、XMLの持つ可能性が飛躍的に高まり真価を発揮
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I. 財務内容ハイライトI. 財務内容ハイライト

II. キャッシュフロー管理についてII. キャッシュフロー管理について

IV. 事業戦略 Part 2 （成長のシナリオ）IV. 事業戦略 Part 2 （成長のシナリオ）

III. 事業戦略 Part 1（市場環境について）III. 事業戦略 Part 1（市場環境について）
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Enterprise Service BusEnterpriseEnterprise ServiceService BusBus

ERP
パッケージ

ERP
パッケージ

カスタム

開発

カスタム

開発
ERP
パッケージ

ERP
パッケージ

E-Buisiness
モジュール

E-Buisiness
モジュール

ERP
パッケージ

ERP
パッケージ

xfy の高いフロントエンド側の処理能力により

サーバーの負荷を軽減し、データ及びプロセス統合を実現

xfy の高いフロントエンド側の処理能力により

サーバーの負荷を軽減し、データ及びプロセス統合を実現

20

財務データ財務データ 販売データ販売データ 在庫データ在庫データ 生産データ生産データ 人事データ人事データ

xfy による既存システムのアプローチ例

■ xfy によりクライアント側に高い処理能力を持たせることができるので、サーバー依存型の
システムから脱却でき、よりフレキシブルにビジネスロジックの変更に対応が可能になる。
■ サーバープロセスの負荷が軽減されるので コストダウン効果も大きい。

xfy technologyxfy technology
フロントエンド側で
要件をまとめてから
サーバーに指示可能
なので制御が容易

全ての指示要件を
サーバー側で処理
するので負荷増大
制御不可能

P
ro

ce
ss

D
at

a

xfy way
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XMLテクノロジー Hype Cycle

Source: Gartner "Hype Cycle for XML Technologies,
2005" 8 July 2005, GJ06203
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XMLビジネス市場 (ジャストシステム 考察）

XML技術の成熟度XML技術の成熟度
テクノロジーのMaturity とマーケットの
Maturity は違うと考える。ジャストシステム が
考えるのはあくまでXMLの
ビジネスユース市場の成熟度。
xfy + XML DB出現後は、個々の
XMLの技術が標準仕様 として利用できる
ようになるので、エンドユーザー企業に
とってのXML導入障壁が取り払われ
左図のような市場発展が見込まれる。

→ 一部の専門市場からビジネス市場へ

テクノロジーのMaturity とマーケットの
Maturity は違うと考える。ジャストシステム が
考えるのはあくまでXMLの
ビジネスユース市場の成熟度。
xfy + XML DB出現後は、個々の
XMLの技術が標準仕様 として利用できる
ようになるので、エンドユーザー企業に
とってのXML導入障壁が取り払われ
左図のような市場発展が見込まれる。

→ 一部の専門市場からビジネス市場へ

XMLビジネスユース
市場の幕開け

XMLビジネスユース
市場の幕開け

XML DBの出現と xfy のコラボレーションによるXMLビジネス市場の発展予想図XML DBの出現と xfy のコラボレーションによるXMLビジネス市場の発展予想図

XML DBによる
インフラのサポート

XML DBによる
インフラのサポート

XMLビジネスマーケットXMLビジネスマーケット

xfyxfy

専門家による研究の市場専門家による研究の市場
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決まった形の

帳票データ

Excel マクロ等

決まった形の

帳票データ

Excel マクロ等

その他

資料の作成

その他

資料の作成

グラフ等

分析データ

グラフ等

分析データ別システムへ

再入力

別システムへ

再入力

RDB
レガシーシステム

（数値情報の蓄積）

RDB
レガシーシステム

（数値情報の蓄積）ExcelExcel

RDB

専用クライアント

RDB

専用クライアント

Enterprise Server SystemsEnterprise Server Systems

サーバー間でバッチ処理等の基盤データ交換

①非常に限定的な
フォームに
数値データを入力

専用

入力システム

専用

入力システム

② RDBに蓄積された数値データ
から決まった形の帳票の作成

データ入力データ入力

データ出力データ出力

③その数値データを再利用する
ためには人が見てデータを再入力
する必要有。非常にアナログ的で
分析にも時間がかかる

データ再利用困難データ再利用困難

全てにおいてフローが
決まっており、柔軟性にかける
データの流れと利用法

ブラウザ表示ブラウザ表示

23

データ活用フローの形 ～～①既存形～～
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xfyxfy

紙

（新聞・雑誌）

紙

（新聞・雑誌）

XML DBXML DBNewsMLNewsML

写真、ビデオ、テキスト
図表、オーディオファイル
等あらゆるファイル

データ入力データ入力

NewsML
専用システムの構築

NewsML
専用システムの構築

③NewsML形式のデータを
そのまま別の用途として
二次活用、三次活用と
ワンソース・マルチユースが
可能 全てデジタル化することに
よって、情報の透明性も向上

News MLのデータを
使ってのシステム構築、
データの再利用が可能
範囲はまだ限定的

News MLのデータを
使ってのシステム構築、
データの再利用が可能
範囲はまだ限定的

xfy (Ultra RAD)xfy (Ultra RAD)

ウェブサイトウェブサイト
携帯電話携帯電話

テレビテレビ

パソコンパソコン

社外向けデータ発信社外向けデータ発信

24

データ活用の形 ～～②単一XMLボキャブラリの活用例～～
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xfyxfy

XBRL + A + BXBRL + A + B

XML DB
（数値情報+テキスト情報）

XML DB
（数値情報+テキスト情報）

XBRLXBRL

外部リソース含め
多種のXMLボキャブラリ
外部リソース含め
多種のXMLボキャブラリ

様々なxfy
アプリケーションの構築

様々なxfy
アプリケーションの構築

③各企業で自社に最適な
XMLボキャブラリを
組み合わせてシステムを
構築しつつデータの
再利用性は保持
マルチソースを統合して
マルチユースとして
活用できる決定版

それぞれに特長をもつXMLを
プラットフォームであるxfyで
組み合わせて利用可能

XMLの利便性を最大化した形

それぞれに特長をもつXMLを
プラットフォームであるxfyで
組み合わせて利用可能

XMLの利便性を最大化した形

xfy (Ultra RAD)xfy (Ultra RAD)

C + D + EC + D + E

A + C + FA + C + F

A + D + EA + D + E

B + EB + E

社内向けデータ活用社内向けデータ活用 社外向けデータ発信社外向けデータ発信

CC

FF DD

EE

BB

AA
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データ活用未来形 ～～③複数XMLボキャブラリの活用～～
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① 無限のXMLボキャブラリをハンドリングできる

→ XML普及のボトルネックを解消！

① 無限のXMLボキャブラリをハンドリングできる

→ XML普及のボトルネックを解消！

26

② Ultra RAD ( Rapid Application Development )

によるハイスピードな開発

→ 素早いシステム構築が可能に！

② Ultra RAD ( Rapid Application Development )

によるハイスピードな開発

→ 素早いシステム構築が可能に！

③ クライアント側で高度な知識処理を実現

→ 様々なソースからのデータ処理を

クライアント側で 設計・実行！

③ クライアント側で高度な知識処理を実現

→ 様々なソースからのデータ処理を

クライアント側で 設計・実行！

xfy の特長 ～～真のXML活用のために～～

xfy の特長xfy の特長
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1,0001,0004400(XMetal)

7,3501,000▲2,600▲1,350ｘｆｙ 事業部損益

6,4504,8203,6401,350ｘｆｙ 事業コスト

1,200480140ｘｆｙ 売上原価

15,0006,3001,1800ｘｆｙ 総事業合計

4,0002,0004100
その他の市場

からの売上高 (xfy)

10,0003,3003300Global Sales 合計

3,3001,10000欧州市場からの売上

6,7002,2003300U.S 市場からの売上

2009年3月2008年3月2007年3月2006年3月

事業３年目事業２年目事業１年目投資のみ

本シミュレーションは 2006年５月時点で xfy事業の投資判断の為に、社内で事業の潜在能力を検討した際に

利用した資料であり、弊社として確定した計画ではありません。

本シミュレーションは 2006年５月時点で xfy事業の投資判断の為に、社内で事業の潜在能力を検討した際に

利用した資料であり、弊社として確定した計画ではありません。

単位：百万円

27

xfy 事業シミュレーション
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